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市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英

　

あ
じ
さ
い
の
花
が
あ
ざ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

こ
の
時
期
、
各
種
団
体
等
の
総
会
や
催
し
な
ど
が
数
多
く
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
私
も
時
間
の
許
す
限
り
出
席
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
幅

広
い
ご
意
見
を
市
政
運
営
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
特
集
で
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
次

佐
野
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
12
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
方
創
生
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
に
「
定
住

促
進
」を
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
テ
ー
マ
に
位
置
付
け
、各
種
政
策
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
月
12
日
に
は
、
内
閣
府
の
梶
山
弘
志
・
地
方
創
生
担
当
大
臣
が
佐

野
市
を
訪
れ
、
本
市
で
の
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。
視
察
先
と
し
て
、
民
間
主
導
で
海
外
か
ら
の
誘
客
を
促
す
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
ん
で
い
る
、佐
野
駅
前
の「
日
光
軒
」を
は
じ
め
、

国
内
初
の
国
際
基
準
を
満
た
す
「
佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
」
並
び

に
「
佐
野
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

特
に
本
市
の
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
国
も
大
変
注
目
を
し
て
お
り
、
こ
の

度
の
視
察
は
注
目
度
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
の
で
、
今
後

も
全
国
の
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
本
物
の
出
会
い　

栃
木
」
も
今
月
で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

23
日
、24
日
に
は
、「
天
明
鋳
物
と
佐
野
の
手
仕
事
フ
ェ
ア
」
が
道
の
駅
・

ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
千
年
の
歴
史
を
誇
る
天
明
鋳

物
と
節
句
人
形
や
他
ジ
ャ
ン
ル
作
家
の
作
品
と
の
共
演
で
あ
り
、
本
市

の
職
人
に
よ
る
手
仕
事
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
催
し
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

佐
野
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
会
長
と
し
て

活
躍
中

　

民
生
委
員
の
仕
事
の
中
心
は
、
市
の

福
祉
事
業
と
の
連
携
で
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
方
の
相
談
に
の
り
、

専
門
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

　

特
に
今
は
高
齢
社
会
で
す
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
の
実
態
を
調
査
し
、

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
、
月
3

回
弁
当
を
配
布
す
る
「
見
守
り
」
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
災
害
時
の
避
難
の
際
、
ご
自
身

で
の
避
難
が
困
難
な
方
を
把
握
し
、
避

難
の
際
に
支
援
す
る
こ
と
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
民
生
委
員
は
、
兼
務
し
て
い

る
児
童
委
員
と
し
て
、
小
中
学
校
、
児

童
館
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
事
へ
の

参
加
や
共
同
募
金
、
歳
末
助
け
合
い
募

金
へ
の
協
力
活
動
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。

　

本
当
に
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
で
す

が
、
基
本
は
行
政
機
関
と
そ
の
支
援
を

必
要
と
す
る
人
と
を
つ
な
ぐ
働
き
に
あ

り
ま
す
。
関
わ
っ
た
人
た
ち
が
元
気
に

な
り
喜
ん
で
く
れ
た
時
な
ど
に
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

峰﨑 久雄 さん
（田沼町）

○プロフィール

佐野市民生委員児童委員協議会会長

東京での会社員勤務を退職後、7 年

半前から民生委員として活躍

　

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
責
任
は
大
き
い
も
の
の
、

無
報
酬
と
い
う
役
職
で
す
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
活
動
の
担
い

手
が
な
く
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
民
生

委
員
の
活
動
へ
の
理
解
を
広
め
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

昨
年
は
民
生
委
員
制
度
発
足
100
周
年

の
年
で
し
た
。
そ
の
機
会
に
佐
野
日
本

大
学
短
期
大
学
で
、
若
い
学
生
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る

方
等
を
対
象
に
し
て
活
動
状
況
を
紹
介

す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

何
か
あ
っ
た
時
に
、
お
互
い
助
け
合

う
人
と
人
。
そ
の
つ
な
ぎ
の
役
目
を
果

た
す
民
生
委
員
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

福
田　

満
）

　　　　　　弁当を配っている峰﨑さん
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瘤
（
こ
ぶ
）
を
タ
ン
コ
ブ
ツ

と
い
っ
た

　

病
気
の
た
め
に
、
皮
ふ
の
一
部
に
う
ず
た
か
い
筋
肉
の
固
ま
り
が
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
固
ま
り
を“
こ
ぶ
”と
い
い
ま
す
が
、俗
に“
た

ん
こ
ぶ
”
と
も
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
“
こ
ぶ
”
が
ま
ぶ
た
に
で
き
る

と
じ
ゃ
ま
に
な
り
「
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
」（
じ
ゃ
ま
と
い
う
意
）
が
慣

用
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
方
言
で
は
、「
目
の
上
の
タ
ン

コ
ブ
ツ
」
と
い
い
ま
す
。“
ツ
”
は
こ
れ
と
い
っ
た
意
味
の
な
い
接
尾
語

で
す
。

　

ま
た
、
外
傷
に
よ
る
筋
肉
の
固
ま
り
、
た
と
え
ば
野
球
の
ボ
ー
ル
が

額ひ
た
いに
当
た
っ
て
で
き
た
“
こ
ぶ
”
な
ど
も
、
タ
ン
コ
ブ
ツ
と
い
い
ま
す
。

　

“
た
ん
こ
ぶ
”
も
“
タ
ン
コ
ブ
ツ
”
も
、
も
と
は
盛
り
上
が
っ
た
固
ま

り
の
意
で
し
た
が
、
余
計
な
も
の
、
じ
ゃ
ま
な
も
の
の
意
と
し
て
も
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
し
ゅ
う
と
め
は
、ウ
ル
セ
ー
コ
タ
ー
い
わ
ネ
け
ど
、嫁
に
と
っ
チ
ャ
ー
、

目
の
上
の
タ
ン
コ
ブ
ツ
な
ん
だ
ね
。
だ
っ
て
ヨ
メ
ゴ
ト
（
ぐ
ち
）
べ
ー
（
ば

か
り
）
い
っ
て
る
か
ら
さ
」

　

紐
の
結
び
目
に
も
ふ
く
ら
み
が
あ
り
ま
す
。紐ひ

も

の
一
般
的
な
結
び
方
に
、

本
結
び
（
小
間
結
と
も
）
と
片
結
び
が
あ
り
ま
す
。
紐
の
左
右
の
先
端
を

二
度
か
ら
ま
せ
て
結
ぶ
の
を
本
結
び
、
紐
の
一
方
は
ま
っ
す
ぐ
の
ま
ま
に

し
、
他
方
を
そ
れ
に
ま
と
っ
て
輪
に
結
ぶ
の
を
片
結
び
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
結
び
目
は
こ
ぶ
の
よ
な
ふ
く
ら
み
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
タ
ン
コ

ブ
ツ
と
い
い
ま
す
。

　

「
タ
ン
コ
ブ
ツ
に
結
ん
だ
ン
ナ
エ
ー
ケ
ド
、
ひ
も
を
ウ
デ
ッ
コ
キ
（
思

い
っ
き
り
）
ひ
っ
ぱ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
…
…
、
何
と
し
て
も
ほ
ど
け
ネ
ー

ン
で
困
っ
て
る
ン
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　４月１４日、佐野駅前にて、市の伝統工芸であ

る天明鋳物でできた「さのまる像」がお披露目さ

れました。

　さのまる像は、大型観光企画「デスティネーショ

ンキャンペーン（ＤＣ）」の一環として製作した

もので、今後、市の新たなシンボルとして、訪れ

る方々をお迎えします。

　市民の皆さんや佐野市を訪れる方々に、末永く

親しまれることを願っています。　

「さのまる像」が完成しました

今回の表紙　「佐野ブランド姫 福士 奈央さん　一日消防署長に就任」
平成３０年５月１６日（水）、佐野ブランド姫の福士 奈央さん（ＳＫＥ４８）が一日消防署長に就任し、

市内の幼稚園児と一緒に火災予防に関する啓発活動を行いました。

「史跡唐沢山城跡保存会」が活動を行っています

　４月１４日、昨年発足した「史跡唐沢山城跡保存会」による史跡の環境維持・

向上の活動（伐採、草刈等）が、「平城」から「北城」にかけて行われました。

　また、４月２１日、２９日、５月６日の新緑が眩しい中開催された『国指

定史跡唐沢山城跡 ｢春の攻略ガイドツアー｣』では、ボランティアガイドと

して史跡唐沢山城跡の魅力をたっぷりとお伝えできたとのことです。

　史跡唐沢山城跡保存会のメンバーは唐沢山城跡の魅力を知り尽くしている

方々ばかりです。希望により、南城館下の「一つ目堀」から「つきとや」の

クランク状の堀切や土橋を結ぶルート、また、「金の丸」から「平とや丸」

東側を結ぶ削平跡のルートガイドも可能とのことです。

　唐沢山城跡の魅力を再発見して、戦国時代にタイムスリップしてみてはい

かがですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （市民記者　中里聖子）

史跡の環境維持・向上活動
（伐採）の様子

保存会ガイドツアーの様子

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！

さのまるも燕尾服でお祝い

完
成
し
た
天
明
鋳
物
製

「
さ
の
ま
る
像
」

さのまる像を囲み、記念撮影
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「第２次佐野市総合計画」を策定しました！

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００

総合計画とは？
　総合計画とは、市の目指すべき姿や取組などを市民のみなさんと共有

し、まちづくりを推進するための市の最上位の計画です。

　総合計画では、産業、観光、福祉、医療、教育、環境など、市民の

みなさんの暮らしに密接に関わる分野の取組や、市外に対し、佐野市の

魅力をＰＲし、将来の活性化につなげる取組など、これからの１２年間に

おけるまちづくりについて明らかにしています。

　なお、総合計画は、策定懇談会や市民まちづくり会議、市民アンケー

ト、絵画・標語コンクールなど、多くの市民のみなさんの協力により作ら

れています。

※計画の内容は、市ホームページ「行政情報」⇒「計画・政策」のペー

ジをご覧ください

総合計画の表紙

策定懇談会の様子

計画の構成と期間
　本計画は、平成 30(2018)年度から平成 41(2029)年

度までの 12 年間の計画で、「基本構想」、「基本計画」

及び「実施計画」の３層で構成されています。

■１	基本構想
　本市が目指すべき将来像やそれを実現するための行

　政経営方針等を示すものです。

■２	基本計画（前期・中期・後期）
　基本構想に基づき、その実現を図るために推進すべ

　き施策の内容を示すものです。

■３	実施計画
　基本計画に示した具体的な事業内容、財源等を示す

　ことにより、優先的に実施する事業を定めるものです。
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① 将来像
　　　　　　　　水と緑にあふれる北関東のどまん中
　　　　　　　　　　　支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市

 水と緑にあふれる 水と緑に包まれた豊かで美しい自然環境の佐野

北関東のどまん中
北関東３県の中心、北関東自動車道、東北自動車道の結節点であり、交通の要衝と

して重要な位置を占める佐野

支え合い 市民と行政が協働し、力を合せて取り組むまちづくり

人と地域が輝く
市民一人ひとり( 子どもから高齢者まで）が地域でいきいきと生活し、地域も輝く

まちづくり

交流拠点都市
日本の緯度経度の中心、交通の要衝としての立地条件を活かし、国内外との観光、

スポーツ、産業・文化等を通じた交流拠点として、まちの発展を目指す佐野

基本構想
まちづくりの基本方針
　計画期間における本市のまちづくりの基本方針として、総合計画基本構想で本市の将来像とそれを実現するた

めの推進テーマ、行政経営方針、７つの基本目標を定めています。

② 推進テーマ

　定住促進

③ 行政経営方針
　方針１　「効率的な行政経営」の視点　

　方針２　「持続可能な財政運営」の視点

　方針３　「職員の能力向上」の視点

　方針４　「市民との協働」の視点

④ 基本目標
　１．魅力ある産業で賑わう活力あるまちづくり

　２．新たな流れの創造による賑わうまちづくり

　３．健やかで元気に暮らせるまちづくり

　４．豊かな心を育み、学び合うまちづくり

　５．快適により安全で安心して暮らせるまちづくり

　６．美しい自然、環境と調和するまちづくり

　７．市民参加による自立したまちづくり

⑤ 目標人口
　今後、急速に人口減少が進むことが予測されていますが、地域の活力を維持するうえで、これを抑制していく

ことが課題となっています。平成２７(2015) 年度に策定した「佐野市人口ビジョン」では、平成４１(2029) 年

※予測値は、国立社会保障・人口問

題研究所の推計に準拠した推計結果

※目標値は、合計特殊出生率と転入

出数を望ましい値に設定した市独自の

推計結果

※「佐野市人口ビジョン」では、予測値・

目標値ともに、５年ごと（国勢調査年）

の数値となっているため、平成４１年度

の数値は、案分して算出のうえ、下一

桁を四捨五入し、１０人単位としている

度の市の人口を１０２，９２０人と

予測していますが、各種施策を展

開し、定住促進を図ることで、こ

れを１０７，０６０人とすることを目

指します。

（2029 年）
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　平成２９年度の予算は、３月３１日現在で、一般会計４９３億２，３９３万円、特別会計３４１
億７，２３０万円となっています。
　特別会計には、国民健康保険事業（事業勘定）、国民健康保険事業(直営診療施設勘定)、公共
下水道事業、農業集落排水事業、自家用有償バス事業、介護保険事業（保険事業勘定）、介護保
険事業（介護サービス事業勘定）、後期高齢者医療、西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別
会計があります。
　平成２９年度の一般会計予算の執行状況は、３月３１日現在で、歳入は、４５１億４，７１２
万円が収入済額で、予算額に対する収入割合は、９１．５％、歳出は４０９億３,８３２万円が
支出済額で、予算額に対する支出割合は、８３．０％となっています。

（平成３０年３月３１日現在）
予算額４９３億２千４百万円

一般会計予算の執行状況

佐野市の財政状況

予算額

執行額

（単位：百万円）

歳出

歳入

※５月末まで収入支出の事務が行われるため、決算とは異なります

予算額

執行額

（単位：百万円）

民生費

15,33415,33415,33415,334

17,83017,83017,83017,830

総務費

5,4535,4535,4535,453

6,1396,1396,1396,139

教育費

4,5144,5144,5144,514

5,7765,7765,7765,776

土木費

3,0183,0183,0183,018

4,4924,4924,4924,492

公債費

4,1264,1264,1264,126
4,2404,2404,2404,240

衛生費

3,6383,6383,6383,638

4,2104,2104,2104,210

市税

17,11317,11317,11317,113

17,58717,58717,58717,587

国、県支出金

8,7818,7818,7818,781
9,8969,8969,8969,896

地方交付税

6,7176,7176,7176,717
6,5876,5876,5876,587

諸収入

2,2322,2322,2322,232
3,4483,4483,4483,448

市債

1,7661,7661,7661,766
3,1463,1463,1463,146

その他

8,5388,5388,5388,538
8,6608,6608,6608,660

商工費

2,3782,3782,3782,378

3,7393,7393,7393,739

消防費

1,6171,6171,6171,617

1,7611,7611,7611,761

その他

8608608608601,1371,1371,1371,137

市税
市民税、固定資産税、軽自動車税、市
たばこ税などの税収入です。

国県支出金
市が行う特定の事業に対して、国・県から
交付されるお金です。

地方交付税
市の財政状況に応じて、国から交付され
るお金です。

諸収入
他の収入科目に含まれない収入で、貸付
金元利収入や小中学校給食費などがあり
ます。

市債　
主に多額の費用を必要とする建設事業の
財源や、地方交付税の不足分を補てんするた
めなどに長期間借り入れをするお金です。

【主な用語の説明：歳入】

民生費
児童、高齢者、障がい者などへの福祉や、
生活保護などに要する経費です。
国民健康保険や介護保険、後期高齢者医
療といった特別会計への支出も含まれて
います。
総務費
庁舎等市財産の管理、戸籍、統計、選挙
など他の部門に属さない経費です。
教育費
学校教育、生涯学習、スポーツ振興などに
要する経費です。
土木費
道路、河川、住宅、公園などの事業に要
する経費です。
公債費　
市が借入れたお金（市債）の元金・利子
の償還に要する経費です。
衛生費　
健康増進、環境衛生、し尿・ごみ処理な
どに要する経費です。
商工費　
商工業振興や観光振興に要する経費です
消防費　
消防、防災事業などに要する経費です。

【主な用語の説明：歳出】



KOUHOU SANO
H30.6

07

（平成３０年３月３１日現在）
予算額 執行額

（単位：百万円）

（平成３０年３月３１日現在）
予算額 執行額

（単位：百万円）2,374 2,419
2,176 2,086

786 691

1,834
1,505

926 935 926 925

142 139
349 349

現在給水人口 １１７，６３９人
現在給水戸数 ４９，６０４戸
年間給水戸数の増加数 ５７４戸

病床数　２５８床（一般１５４床、ドック１０床、療養病床９４床）
　　現在、一般病床４２床休床
収益的収入には、一般会計からの地域医療維持交付金（運営費補助金）
５億３千万円が含まれています

■財政課　☎（２０）３００３

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

（平成３０年３月３１日現在）

予算額

収入額

（単位：百万円）

支出額

※５月末まで収入支出の事務が行われるため、決算とは異なります

(予算額３４１億７千２百万円)

国民健康保険
（事業勘定）

183 107 139 5051 50

国民健康保険
（直営診療施設勘定） 公共下水道 農業集落

排水
自家用
有償バス

介護保険
（保険事業勘定）

介護保険
（介護サービス事業勘定）

後期高齢者
医療

西浦・黒袴第二工区
産業団地造成

159
47
141

3,825
2,965

9,761

1,290 1,242

716
590

（平成３０年３月３１日現在）

平成30年４月１日現在の人口（外国人含む）　　
119,348人、世帯数51,122世帯で計算してあります

（平成３０年３月３１日現在）

※市債とは、学校、道路、公園など公共施設の建設のため、長期に
　渡り借り入れる資金のことをいいます
　借り入れした市債は、返済を分割払いとすることで、その施設を
　利用するそれぞれの世代が公平に負担していただくことになります

３７０億８,３８９万円

２，３７８万円

１９５億３，７１０万円

８億４，１５９万円

３，５６２万円

９１億７，８１９万円

１１億４１２万円

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

３０年度当初予算
１４７，９５９円
３４５，４２２円

２９年度最終予算
１４７，３６３円
３４４，０２９円

１人当たり
１世帯当たり

６，０４９,０３３㎡
５２９，２０６㎡

１３７億２，５３９万円
１億１，１０１万円
２１億９，２１２万円

土　　　　　地
建　　　　　物
基　　　　　金
有　価　証　券
出資による権利

市債現在高 市民の税負担

市有財産の状況

特別会計予算の執行状況

水道事業会計予算の執行状況 病院事業会計予算の執行状況

237172
279

16,302

13,890

2,4252,4252,4252,425

11,367

9,9079,9079,9079,907

1,229

702

14,143
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● C
ク ー ル

OOL	C
チ ョ イ ス

HOICE
　知っていましたか？

　これ以上温度が上がると、地球はもう回復できない傷を負う可能性があることを。

　ここ１００年で、日本の平均気温は約１℃上がりました。温暖化の大きな原因は CO2 の排出です。

▲

クール・チョイスとは

　地球温暖化防止に関する国民運動で、２０３０年度の温

室効果ガスの排出量を２０１３年度比で２６％削減すると

いう目標達成のために、日本が世界に誇る省エネ・低炭素

型の製品・サービス・行動など、温暖化対策のためのあら

ゆる「賢い選択」を促す運動です。

▲

具体例

　エコカーを買う、エコ住宅を建てる、エコ家電にする、高効率な照明に替える、公共交通機関を

利用する、クールビズをはじめ低炭素なアクションを実践するなどの「選択」があります。

▲

市の取り組み

　市民の皆さんや事業者に温暖化防止のための選択を行ってもらうよう広く呼びかけを行います。

６月は環境月間、６月５日は「環境の日」です

■

問合せ＝環境政策課☎（２０）３０１３

　１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して、国

連は６月５日を「世界環境デー」と定めています。

　日本では６月５日を「環境の日」、６月の 1 カ月間を「環境月間」と定めており、佐野市で

も環境保全の啓発などに取り組みます。

●ＣＯ２削減 /ライトダウンキャンペーン
・ライトダウンキャンペーン　

　地球温暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭の照明を消すよう呼びかける「ＣＯ２削減 / ラ

イトダウンキャンペーン」を、６月２１日から７月７日までの間に実施します。

・一斉ライトダウン

　６月２１日（夏至）と７月７日（七夕）両日の午後８時から１０時までの２時間を特別実施日とし、

一斉ライトダウンを実施します。

　環境省では一斉ライトダウンへの参加施設の登録を行っております。環境省ホームページでは

参加施設を募集していますので、ぜひご登録ください。http://ondankataisaku.env.go.jp/coolearthday/

●環境美化活動団体等を表彰します

　地域の環境美化活動に積極的に取り組む団体等に感謝状を贈呈します。

■

申込＝７月２７日（金）まで（必着）に、所定の応募用紙（市ホーム

ページからダウンロード可）に必要事項を記入し、お申し込みくだ

さい。

※選考あり。詳しくは、市ホームページをご覧ください

　http://www.city.sano.lg.jp/komoku/kankyou/02/28.html
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認める　支える　分かち合う　個性かがやく参画社会
～６月２３日から２９日は『男女共同参画週間』です～

女性に対する暴力をなくす
運動パネル展

■問合せ　人権・男女共同参画課☎（６１）１１４０

○男女共同参画につながる活動をしています

　佐野市では、パレットプラザさの ( 佐野市男女共同参画推進センター ) を中心に様々な啓発活動や

講座などを実施しています。その一部を写真でご紹介します！！

男女共同参画情報紙「パレット」

○男女共同参画社会って何だろう？

　男女共同参画社会とは、「男女が、対等な関係で、自分の意思でいろいろな分野において参加・活

動できる環境を作り、そこでそれぞれの個性と能力を十分に発揮できる社会のこと」をいいます。

「パレットプラザさの」をご利用ください

　パレットプラザさの ( 佐野市男女共同参画推進センター )

は、田沼行政センター２階にあります。パレットプラザさ

のでは、「女性の再就職相談」、「カウンセリング相談」、「女

性相談」などの相談窓口や講座の開催などをしています。

開催の内容については、随時、広報さのや市ホームページ

を通じてお知らせしますので、お気軽にご相談・ご参加く

ださい。

▲

住所＝佐野市田沼町９７４－３

「走りだせ、性別のハードルを超えて、今」

（平成３０年度内閣府男女共同参画週間キャッチフレーズ）

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

結果・・・「ひとりひとりの豊かな人生」が生まれます！
仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で展開でき、男女が共に夢や希望を実現

職場に活気
◆女性の政策・方針決定参

画が進み、多様な人材が活

躍することによって、経済

活動の創造性が増し、生産

性が向上します！

◆働き方の多様化が進み、

男女が共に確保されること

によって、個人が能力を最

大限に発揮されます！

家庭生活の充実 地域力の向上
◆家族を構成する個人がお

互いに尊重し合い協力し合

うことによって、家族の

パートナーシップが強化さ

れます！

◆仕事と家庭の両立支援が

整い、男性の家庭への参画

も進むことによって、男女

がともに子育てや教育に参

加できます！

◆男女がともに主体的に地

域活動やボランティア等に

参画することによって、地

域コミュニティーが強化さ

れます！

◆地域の活性化、暮らし改

善、子どもたちが伸びやか

に育つ環境が実現します！

出典 : 内閣府ホームページより

男女共同参画推進事業者表彰
「パレット賞」

男女共同参画講演会男女共同
参画に関する標語・作文表彰式

啓発活動の様子
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

●
６
月
１
日
か
ら
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！　

　

集
団
方
式
は
、
６
月
２
日

（土）
・

３
日

（日）
も
電
話
予
約
が
で
き
ま

す
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
両
日
と
も
）

▼
予
約
電
話
番
号
＝

☎
（２４）
５
７
７
０
☎

（２４）
５
８
１
１　

※
個
別
医
療
機
関
方
式
は
各
医
療

機
関
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い

※
年
間
を
通
し
て
予
約
が
可
能
で

す
。
詳
細
は
、
５
月
下
旬
に
送
付

し
た
健
診
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
ご

覧
く
だ
さ
い

●
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
１
日
現
在
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
の
方
が
対
象
で
す
。

該
当
の
方
に
は
「
健
診
ス
タ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」
に
受
診
券
が
入
っ
て
い

ま
す
の
で
、
費
用
な
ど
を
確
認
の

う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は

「
禁
煙
週
間
」で
す

　

平
成
30
年
度
禁
煙
週
間
の
テ
ー

マ　

「
２
０
２
０
年
、
受
動
喫
煙

健
康
福
祉

の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
～
た
ば

こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達
を
ま
も
ろ

う
～
」
禁
煙
は
い
つ
始
め
て
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
家
族
の

た
め
に
、
禁
煙
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
健
康
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ご
案
内
～
あ
な
た
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
！
～

　

特
定
健
診
等
の
結
果
を
も
と

に
、
健
康
相
談
や
歯
科
相
談
を
保

健
師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
が

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
＝
６
月
14
日

（木）
、

７
月
12
日

（木）
佐
野
市
役
所
１
階
市

民
活
動
ス
ペ
ー
ス
、
６
月
28
日

（木）

田
沼
保
健
セ
ン
タ
ー
、
７
月
26
日

（木）
葛
生
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

  

▼
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
１
時

（
受
付
午
後
０
時
30
分
ま
で
）

▼
対
象
者
＝
佐
野
市
に
住
民
票
が

あ
る
方
（
事
前
申
込
不
要
）
※
健

診
結
果
表
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

7
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
都

合
が
悪
い
場
合
や
会
場
の
変
更
希

望
な
ど
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

受
付
は
直
接
会
場
で
お
願
い

し
ま
す
。
今
回
は
、
全
血
献
血

（
４
０
０
ml
・
２
０
０
ml
）
の
み
で
、

成
分
献
血
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

２
０
０
ml
は
予
定
数
に
達
し
次
第

終
了
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
５
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
正
午
前

後
に
１
時
間
程
休
憩
し
ま
す
）

▼
会
場
＝
佐
野
市
役
所
駐
車
場

※
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４　

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま

し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
健
康
に
つ

い
て
何
で
も
相
談
で
き
、
必
要
な

時
は
専
門
の
医
療
機
関
を
紹
介
し

て
く
れ
ま
す
。
自
宅
や
職
場
の
近

く
に
、
か
か
り
つ
け
医
を
見
つ
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら　

　

保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
科
目
＝
内
科
・
小
児
科
・

軽
い
外
科
※
外
科
は
休
日
の
み　

▼
診
療
時
間
＝（
休
日
）午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後

１
時
30
分
は
除
く
）、（
夜
間
）
午

後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
、
祝
日
の
み
）

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

　

学
習
会
と
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
12
日
、
8
月
9
日
、

9
月
13
日
、
10
月
11
日
（
全
木
曜

日
）
午
後
2
時
～
４
時
（
受
付
午

後
１
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
費
用
＝
無
料

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い

■
申
込
・
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

介護予防教室で、元気になるコツを学びませんか？　
●指定会場で行う教室　お申し込みは、原則１人１教室です。

▲

対象＝市内にお住まいのおおむね６５歳以上の方　

▲

会場＝各教室指定会場

教室名 日程など 会場 講師

① 柔道整復師の転倒予防教室
７月２日（月）、全１８回 
午後１時～２時３０分

いきいき元気館たぬま 栃木県柔道整復師会

② 歌で楽しむ元気会
７月３日（火）、全１８回 
午前１０時～１１時３０分

佐野中央公民館 真尾雅子さん

③ 楽笑元気塾①
７月３日（火）、全６回
午前１０時～１１時３０分

葛生地区公民館
川上厚子さん

④ 楽笑元気塾②
１０月２日（火）、全６回
午前１０時～１１時３０分

いきいき元気館たぬま

⑤ 楽楽健康体操教室
７月３日（火）、全１８回 
午後１時３０分～３時

城北地区公民館 丸山利子さん

⑥ 元気アップ教室
７月４日（水）、全１８回 
午前１０時～１１時３０分

佐野中央公民館
上岡晴雄さん　 

（オアシスかみおか）

⑦ 健康健口教室
７月４日（水）、全１８回 
午後１時３０分～３時

いきいき元気館さの
中村美智子さん 
林幸子さん

⑧ いきいき元気教室
７月４日（水）、全１８回 
午後１時３０分～３時

旗川地区公民館
（株）カネス 
（SGC スポーツプラザ）

⑨
腹式呼吸で免疫力アップ
体操

７月４日（水）、全１８回 
午後１時３０分～３時

いきいき元気館たぬま 武馬由美さん

⑩ 脳いきいきアート教室①
７月４日（水）、全３回 
午後１時３０分～３時

葛生地区公民館

小橋操さん⑪ 脳いきいきアート教室②
９月５日（水）、全３回 
午前１０時～１１時３０分

いきいき元気館たぬま

⑫ 脳いきいきアート教室③
１１月７日（水）、全３回 
午前１０時～１１時３０分

いきいき元気館さの

⑬
認知症予防教室 

「物忘れ知らず教室」①
７月６日（金）、全５回 
午後１時～２時３０分

いきいき元気館たぬま
NPO 法人　風の詩

⑭
認知症予防教室 

「物忘れ知らず教室」②
１２月２１日（金）、全５回
午後１時～２時３０分

いきいき元気館たぬま

⑮ はつらつ運動教室
７月１０日（火）、全１８回
午前１０時３０分～正午

赤見地区公民館 NPO 法人　めだかの里

⑯ こばとフィットネスクラブ
７月１３日（金）、全１６回
午後１時３０分～３時

葛生地区公民館 藤井俊夫さん

■申込＝いきいき高齢課

												☎（２０）３０２１

※⑤楽楽健康体操教室は参加費５００円 ( 教材費 ) が別にかかります
※⑩、⑪、⑫脳いきいきアート教室は参加費１，０００円 ( ３回分画材代 ) が別にかかります

●団体を対象に行う教室　１団体につき年度内８回まで、無料で講師を派遣します。▲

対象＝市内で活動するグループ ( おおむね６５歳以上の方５人以上で構成する団体 )

く
ず
う
原
人
ま
つ
り
の
ス

タ
ッ
フ
と
出
演
者
の
募
集

　

８
月
25
日

（土）
・
26
日

（日）
に
嘉

多
山
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
く
ず

う
原
人
ま
つ
り
」
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
、
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://genjin.info)

■
問
合
せ
＝
く
ず
う
原
人
ま
つ
り

事
務
局
（
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
内
）

☎
（８５）
２
５
３
９

運
動
公
園
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
」
新
規
登
録
者
募
集

　

新
し
く
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
設
置
し
た
運
動
公

園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
気
持

ち
よ
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
利
用
時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後

9
時
（
最
終
受
付
は
午
後
8
時
）

▼
利
用
料
＝
１
回
300
円
▼
対
象
＝

高
校
生
以
上
▼
初
回
講
習
日
程
＝

①
午
前
10
時
～
②
午
後
１
時
～
③

午
後
４
時
～
④
午
後
７
時
～
（
月

曜
を
除
く
）
※
初
回
の
利
用
時
に

必
ず
初
回
講
習
を
受
講
い
た
だ
き

ま
す
（
30
分
程
度
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
公
園
管
理
事

務
所
☎

（２５）
０
４
０
３
（
月
曜
休
館
）

募

集
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用
で
き
る
土
地
、
建
物

▼
登
録
要
件
＝

　

１
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
で
あ

る
こ
と
、
所
有
権
等
を
有
す
る
方

の
全
員
の
同
意
を
得
て
い
る
こ

と
、
関
係
法
令
の
規
制
や
基
準
に

適
合
し
た
物
件
で
あ
る
こ
と　

▼
登
録
方
法
＝
登
録
申
請
書
を
提

出
（
登
録
費
無
料
）

※
登
録
要
件
や
方
法
等
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
空
き
工
場
等
に
関
す
る
交
渉
、

売
買
契
約
な
ど
は
、
所
有
者
と
購

入
希
望
者
が
直
接
行
い
、
市
は
関

与
し
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝
産
業
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
０

各
種
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ　

　

平
成
31
年
３
・
４
月
に
入
隊
す

る
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
７
月
１
日

（日）
～
９

月
７
日

（金）

▼
受
付
す
る
自
衛
官
＝
航
空
学
生

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ス
）
、
一
般
曹

候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

※
応
募
資
格
、
試
験
日
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
足
利
地
域
事

務
所　

☎
０
２
８
４
（７３）
０
２
３
０

わ
ん
ぱ
く
卓
球
教
室

参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
７
月
21
日
～
９
月
15

日
の
毎
週
土
曜
日
（
全
９
回
）
午

後
７
時
～
９
時

▼
場
所
＝
運
動
公
園
市
民
体
育

館▼
対
象
＝
市
内
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
参
加
料
＝
500
円

▼
申
込
方
法
＝
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
費
用
を
添
え
て
、
①

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課
（
３
階
）、

②
運
動
公
園
管
理
事
務
所
、
③

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
へ

※
②
、
③
は
月
曜
休
館
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
９

探
し
て
み
よ
う
!

「
化
石
採
集
教
室
」

　

佐
野
市
の
石
灰
岩
か
ら
は
多
く

の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
の
石
灰
石
鉱
山
に

入
っ
て
化
石
探
し
を
行
い
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▼
日
時
＝
７
月
28
日

（土）
①
午
前
９

時
～
正
午
②
午
後
１
時
半
～
４
時

半
（
荒
天
中
止
）

▼
会
場
＝
佐
野
市
内
石
灰
石
鉱
山

内
※
葛
生
化
石
館
集
合

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

▼
定
員
＝
各
回
18
人
（
抽
選
）

▼
費
用
＝
300
円

▼
申
込
＝
６
月
22
日

（金）
ま
で
（
必

着
）
に
往
復
は
が
き
で
参
加
者
全

員
（
１
枚
４
人
ま
で
）
の
住
所
・

氏
名
・
学
年
・
開
催
時
間
（
午
前
・

午
後
）
と
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
希

望
の
有
無
を
記
入
し
、

〒
３
２
７
‐
０
５
０
１

葛
生
東
１
‐
11
‐
15

葛
生
化
石
館
ま
で

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（８６）
３
３
３
２

（
月
曜
休
館
）

「
楽
し
い
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

講
習
会
」
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す

　

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
楽
し
く
演
奏
し
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
６
月
18
・
25
、
7
月

2
・
9
・
23
日
（
全
月
曜
日
）
午

前
10
時
～
正
午　

▼
会
場
＝
隣
保
館
（
赤
坂
町
）

▼
講
師
＝
田
尻
真
弓
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
16
人
（
市
内
に
お

住
ま
い
ま
た
は
お
勤
め
の
方
）

▼
費
用
＝
資
料
代
500
円

※
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
（
ピ
ア
ニ
カ

な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
申
込
＝
6
月
4
日

（月）
午
前
9
時

か
ら
同
館
☎

（２２）
７
５
１
３
へ
電
話

空
き
工
場
や
工
場
用
地
の
情

報
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
企
業
立
地
を
促
進
す

る
た
め
、
市
内
の
空
き
工
場
等
の

所
有
者
や
不
動
産
業
者
の
皆
様
に

物
件
情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
空
き
工

場
、
工
場
用
地
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
対
象
＝
工
場
、
倉
庫
に
活

募

集

贈与の基礎

一般社団法人 相続相談あんしんプラザ 
☎0285-38-9550小山市東城南5丁目1番地7

相続相談あんしんプラザ
　　　行政書士　細 見   愛 子

一般社団法人

日  時 6月21日（木）午後１時半～午後３時
場  所 佐野市役所１階 市民活動スペース

ありがとうのキャッチボール

申込み・問合せ

あんしん相続
無料セミナー

贈与
遺言
相続

＊ 「障がい者手帳」をお持ちの方
＊ 提供する作業を行うことが出来る方
＊ 学校を卒業して就労を希望するが、就労に必要
 な体力や知力、経験に自信のない方
＊ 就労の経験はあるが様々な理由で離職したため、
 再度就労に向けて体力や能力を高めたい方

＊
＊
＊

＊

利用
対象者
利用
対象者

就労継続支援B型事業

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

　

い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。佐野市石塚町1296-3　TEL 0283-55-0026

利
用
者
募
集
！！
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み
か
も
・
も
っ
た
い
な
い

市
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

出
店
者
募
集

　

子
ど
も
用
品
限
定
で
、
室
内

で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
29
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
２
時

▼
場
所
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
数
＝
22
区
画
（
先
着
順
、

2
ｍ
×
2
ｍ
）
※
出
店
無
料

▼
申
込
期
間
＝
６
月
１
日

（金）
～
７

月
17
日

（火）

※
出
店
資
格
、
出
店
商
品
等
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
・
問
合
せ
＝
申
込
書
類
を

記
入
し
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ

☎
（２３）
８
１
５
３

奨
学
金
の
返
還
を
助
成
し
ま
す

　

栃
木
県
で
就
職
を
考
え
て
い
る

学
生
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、奨
学

金
返
還
に
係
る
助
成
制
度
の
対
象

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
第
一
期
７
月
20
日

（金）
ま
で
、
第
二
期
９
月
３
日

（月）
～

11
月
30
日

（金）
ま
で
、
第
三
期
31
年

１
月
７
日

（月）
～
２
月
８
日

（金）
ま
で

▼
募
集
定
員
＝
50
人

▼
対
象
業
種
＝
県
内
に
本
店
又
は

支
店
の
あ
る
製
造
業
（
大
企
業
は

本
店
の
み
）
に
就
職
を
考
え
て
い

る
学
生

※
詳
し
く
は
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
県
労
働
政
策
課
雇
用

対
策
担
当

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
２
２
４

足
利
・
佐
野
合
同
就
職
面
接

会
参
加
者
募
集

　

大
学
等
新
規
卒
業
者
を
対
象
に

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
６
日

（金）
午
後
１
時

～
４
時　

※
原
則
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
が
、
当
日
参
加
も
可

能
で
す

▼
場
所
＝
足
利
市
民
プ
ラ
ザ
小

ホ
ー
ル
（
足
利
市
朝
倉
町
２
６
４
）

▼
対
象
者
＝
足
利
市
・
佐
野
市
で

就
職
を
希
望
し
て
い
る
大
学
等
新

規
卒
業
者
（
平
成
31
年
３
月
卒
業

予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

等
の
学
生
及
び
同
学
歴
の
卒
業
３

年
以
内
の
方
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
栃
木
県
足
利

労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

日
本
赤
十
字
社（
日
赤
）の

活
動
資
金
募
集
に
つ
い
て

　

日
本
赤
十
字
社（
日
赤
）が
様
々

な
人
道
的
活
動
を
実
施
し
て
い
る

の
は
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ

で
す
。
日
赤
の
活
動
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
方
の
募
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
課

☎
（２０）
３
０
２
０

働
き
方
改
革
理
解
促
進
セ

ミ
ナ
ー　

受
講
者
の
募
集

　

女
性
・
障
害
者
・
高
齢
者
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
が
生
き
生
き
と

多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る

「
働
き
方
改
革
」
の
普
及
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
18
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
4
時
30
分

▼
場
所
＝
栃
木
県
小
山
庁
舎
大
会

議
室
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

▼
講
師
＝
麓
幸
子
さ
ん
（
日
経
Ｂ

Ｐ
社　

日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
フ
ェ
ロ
ー
）

▼
内
容
＝
第
１
部　

基
調
講
演　

テ
ー
マ
「
働
き
方
改
革
が
企
業
力

を
高
め
る
！
」

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン　

※
受
講
料
無
料
、
ど
な

た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

▼
申
込
締
切
＝
７
月
11
日

（水）
（
定

員
100
人
に
達
し
次
第
締
切
）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
栃
木
県
足
利

労
政
事
務
所
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

文
化
会
館
催
し
物
案
内

●
玉
置
浩
二	C

O
N
C
ERT
	T
O
U
R	

2018

～60' C
A
R
N
A
T
IO
N

～

▼
日
時
＝
10
月
８
日
（
月
・
祝
）

午
後
５
時
開
演
（
午
後
４
時
30
分

開
場
）

▼
会
場
＝
佐
野
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
料
金
＝
全
席
指
定 

７
８
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
＝
８
月
４
日

（土）
午
前
10
時
～  

※
4
歳
未
満
入

場
不
可
（
4
歳
以
上
チ
ケ
ッ
ト
必

要
）　

※
会
館
Ｆ
Ｃ
先
行
予
約
有

●
高
嶋
ち
さ
子
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト

▼
日
時
＝
12
月
９
日

（日）
午
後
３
時

開
演
（
午
後
２
時
30
分
開
場
）　

▼
会
場
＝
佐
野
市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル
▼
料
金
＝
全
席
指
定 

５
５
０
０
円
（
当
日
500
円
増
し
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
＝
６
月
29
日

（
金
）
午
前
10
時
～　

 

※
未
就
学

児
入
場
不
可　

※
会
館
Ｆ
Ｃ
先
行

予
約
有　

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

※
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
随

時
公
開

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

催

物

し

ホ
タ
ル
祭
り

●
下
彦
間
地
区
む
ら
づ
く
り
推
進

協
議
会

▼
日
時
＝
６
月
９
日
㈯
午
後
５
時

～
９
時
（
雨
天
の
際
は
６
月
10
日

㈰
）

▼
会
場
＝
須
花
坂
公
園　

憩
い
館

▼
内
容
＝
下
彦
間
太
鼓
、
こ
ど
も

も
ち
つ
き
大
会
、
ホ
タ
ル
観
賞
会

（
午
後
７
時
30
分
よ
り
農
道
散
歩

ほ
か
）

■
問
合
せ
＝
同
館
（
土
・
日
、
祝

日
の
午
前
11
時
～
午
後
３
時
の
み

営
業
）
☎

（６５）
０
１
５
３

●
仙
波
地
区
む
ら
づ
く
り
推
進
委

員
会

▼
日
時
＝
６
月
16
日
㈯
午
後
6
時

～
（
雨
天
中
止
）
▼
会
場
＝
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
＝
先
着
60
人

▼
内
容
＝
食
事
後
、
午
後
7
時
30

分
か
ら
ホ
タ
ル
観
賞
（
参
加
者
に

は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▼
費
用
＝
食
事
代

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
土
・

日
、
祝
日
午
前
11
時
～
午
後
2
時

の
み
営
業
）
☎

（８６）
２
９
１
８
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ホ
タ
ル
の
観
察
会

▼
日
時
＝
６
月
22
日

（金）
午
後
６
時

30
分
か
ら
９
時
（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
＝
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

※
観
察
会
場
は
作
原
野
外
活
動
施

設
の
周
辺
▼
定
員
＝
先
着
35
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
＝
６
月
15
日

（金）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎

（２０）
３
０
１
３

６
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
６
月
17
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
万
葉

の
里
・
城
山
記
念
館
和
室

▼
座
主
＝
小
林
宗
恵
さ
ん
（
佐
野

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
表
千
家
）

▼
茶
券
＝
600
円
（
当
日
購
入
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
案
内

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
講
談

～
神
田
愛
山
独
演
会
～

▼
日
時
＝
７
月
14
日

（土）
午
後
２
時

～
３
時
30
分　

第
１
席
「（
寛
政

力
士
伝
）
谷
風
の
情
相
撲
」

第

２

席
「（

三

家

三

勇

士

）

三
十
三
間
堂
誉
れ
の
通
し
矢
」

●
前
座
（
落
語
）
立
川
只
四
楼

▼
定
員
＝
50
人
▼
入
場
料
＝
無
料

（
全
席
予
約
制
）
■
申
込
問
合
せ

＝
文
化
立
市
推
進
課

お
知
ら
せ

☎
（２０）
３
０
４
４

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書

を
６
月
11
日
に
発
送
し
ま
す

　

普
通
徴
収
（
現
金
か
口
座
振
替

で
納
付
）
分
と
、
年
金
特
別
徴
収

（
公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
分
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
今

年
度
の
税
額
は
、
平
成
29
年
中
の

所
得
を
も
と
に
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
期
の
納
期
限
は
７
月
２
日

（
月
）
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
給
与
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
の

天
引
き
）
分
は
勤
務
先
へ
発
送
し

ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
電
話

に
よ
る
お
問
合
せ
に
は
回
答
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

窓
口
に
来
庁
す
る
場
合
は
、
顔
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
免
許

証
な
ど
）
と
納
税
通
知
書
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
方

は
委
任
状
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

●
納
税
は「
口
座
振
替
」で

　

ご
指
定
の
口
座
か
ら
納
期
限
の

日
に
自
動
的
に
引
き
落
と
す
た
め
、

納
め
忘
れ
や
二
重
納
付
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
便
利
で
確
実
で
す
。
納

税
通
知
書
に
同
封
の
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
（
課
税
内
容
に
つ
い

て
）
市
民
税
課
☎

（２０）
３
０
０
８

（
口
座
振
替
・
納
税
に
つ
い
て
）

収
納
課 

☎
（２０）
３
０
１
０

窓
口
で
の
税
証
明
取
得
に
つ

い
て

　

申
請
に
は
本
人
（
代
理
人
）
確

認
書
類
（
官
公
署
発
行
の
写
真
付

き
の
証
明
※
顔
写
真
の
付
い
て
い

な
い
も
の
は
２
つ
提
示
）、認
印
（
ス

タ
ン
プ
印
不
可
）
が
必
要
で
す
。

※
代
理
人
（
家
族
含
む
）
が
申
請

す
る
場
合
は
、
本
人
自
署
に
よ
る

署
名
と
押
印
の
あ
る
委
任
状
（
法

人
の
証
明
を
申
請
す
る
場
合
は
、

法
人
登
録
印
（
代
表
者
印
）
が
押

印
さ
れ
た
委
任
状
）
も
必
要
で
す

※
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
証
明
を
申

請
す
る
場
合
は
、
死
亡
年
月
日
と

相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

戸
籍
謄
本
等
も
必
要
で
す

■
問
合
せ
＝

市
民
税
課
☎

（２０）
３
０
０
８
、

資
産
税
課
☎

（２０）
３
０
０
９

第
13
回
消
防
操
法
大
会

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
が
、日
頃

の
消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
す
。

「本物の出会い 栃木」　デスティネーションキャンペーン（DC)

６月の市内イベント情報

～天明鋳物と佐野の手仕事フェア～  
　「天明鋳物」に加えて、ひな人形、木工、押し花キャンドルと

いった、佐野を代表する手仕事の世界をご紹介します。職人の

技を実際に見たり、お話したりしませんか。一部のコーナーで

は体験もできます。

▲

日時＝ 6 月２３日 ( 土 )・２４日 ( 日 ) 午前１０時～午後４

時 ( ２４日は午後３時まで ) ※２３日 ( 土 ) には、午前９時 3

０分からのオープニングセレモニー（八木節アトラクション）・

ご自分で抹茶を点てる「体験茶会」（有料）も開催します。

▲

場所＝道の駅どまんなかたぬま　ホール

◆佐野駅～道の駅間無料シャトルバス

佐野駅発　午前９時３０分、午前１１時４０分、

　　　　　午後１時４０分

道の駅発　午前１０時５０分、午後０時５０分、午後３時３０分

■問合せ＝栃木デスティネーションキャンペーン佐野実行委員会

事務局☎（２０）３０４４



KOUHOU SANO
H30.6

15

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

地
区
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て

▼
定
員
＝
先
着
80
人
（
無
料
・
事

前
申
込
不
要
）

●
田
沼
中
央
公
民
館
（
２
階
・
視

聴
覚
室
）
会
場
▼
日
時
＝
７
月
９

日
（月）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

▼
報
告
内
容
＝
①
市
有
施
設
適
正

配
置
計
画
に
つ
い
て
②
田
沼
西
地

区
小
中
一
貫
校
（
あ
そ
野
学
園
義

務
教
育
学
校
）
の
整
備
に
つ
い
て

③
田
沼
地
区
に
お
け
る
中
山
間
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
④
田
沼
地

区
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

▼
定
員
＝
先
着
60
人
（
無
料
・
事

前
申
込
不
要
）

●
佐
野
市
役
所
（
７
階
・
委
員
会

室
）
会
場
▼
日
時
＝
７
月
11
日

（水）

午
後
６
時
30
分
～
８
時

▼
報
告
内
容
＝
①
市
有
施
設
適
正

配
置
計
画
に
つ
い
て
②
佐
野
地
区

に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
③
国
道
50
号
沿
線
開
発
構
想
の

策
定
に
つ
い
て
④
中
心
市
街
地

（
佐
野
駅
周
辺
）
の
活
性
化
に
つ
い
て

▼
定
員
＝
先
着
100
人
（
無
料
・
事

前
申
込
不
要
）

※
議
場
見
学
も
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
議
会
事
務
局

☎
（２０）
３
０
３
６

国
民
年
金
保
険
料
の
「
過
去

５
年
以
内
の
後
納
制
度
」
終

了
に
つ
い
て

　

時
効
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
付
す
る

こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
、国
民
年
金
の
「
後

納
制
度
」
は
、
９
月
30
日
ま
で
の

特
例
制
度
で
す
。
早
め
に
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
※
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、

後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝
年
金
加
入
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４　

市
民
課
年
金
係
☎

（２０）
３
０
１
９

第
３
回
議
会
報
告
会

　

議
員
に
よ
る
議
会
報
告
と
市
民

の
皆
さ
ん
と
議
員
と
の
意
見
交
換

（
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
３

会
場
で
行
い
ま
す
。

●
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ
（
１
階
小

ホ
ー
ル
）
会
場
▼
日
時
＝
７
月
５

日
（木）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

▼
報
告
内
容
＝
①
市
有
施
設
適
正

配
置
計
画
に
つ
い
て
②
葛
生
・
常

盤
中
学
校
区
小
中
一
貫
校
に
つ
い

て
③
葛
生
地
区
に
お
け
る
中
山
間

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
④
葛
生

▼
日
時
＝
６
月
３
日

（日）
午
前
８
時

～
正
午（
雨
天
の
場
合
は
10
日

（日）
）

▼
会
場
＝
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
競
技
場

■
問
合
せ
＝
消
防
本
部
警
防
課

☎
（２３）
９
９
２
０

労
働

１１０
番
開
設

　

解
雇
や
倒
産
、賃
金
未
払
い
、パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
、労
働
の
悩
み
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。（
相
談
無
料
、匿
名
可
）

▼
日
時
＝
６
月
２
日

（土）
・
３
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
、６
月
４

日
（月）
～
８
日

（金）
午
後
６
時
～
９
時

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館
■
問
合
せ

＝
佐
野
地
区
労
☎

（２２）
２
６
３
３

ヤ
マ
ビ
ル
の
吸
血
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

ヤ
マ
ビ
ル
に
よ
る
吸
血
被
害

が
、
秋
山
町
や
作
原
町
を
中
心
に

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
の
中
に

入
る
と
き
は
、
塩
水
や
虫
よ
け
ス

プ
レ
ー
を
使
用
し
、
肌
を
露
出
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

吸
血
さ
れ
た
と
き
は
、
虫
よ
け

剤
や
塩
な
ど
で
ヒ
ル
を
自
然
に
は

が
し
、
血
を
押
し
出
し
、
傷
口
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝
農
山

村
振
興
課
☎

（６１）
１
１
６
３

自ら避難することが困難な方へ　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝社会福祉課☎（２０）３０２０

　　　災害時に備えて今できること　　　　　　　　

～災害時にスムーズに避難支援を受けられるようにしましょう～　

●避難行動要支援者避難支援制度とは？

　集中豪雨や地震などの災害が発生した際、高齢者や身体の不自由な人などの「避難行動要支援者（以

下「要支援者」）」は自力での避難が困難となります。こうした方々を災害から守るため、要支援者とし

て近隣に誰がいるかを把握し、誰が避難所まで誘導するかなどについて、日頃からコミュニケーション

を図り、災害時には駆けつけて行動をともにしていただく「ご近所の助け合いの制度」です。

																												●対象者は？

  生活の基盤が自宅にある方のうち、家族等の支援が困難で、災害時に避難するた

めに、何らかの助けを必要とする、①介護保険の要介護認定者（要介護３以上）、

②身体障がい者（１・２級）、③知的障がい者（Ａ１・Ａ２）、④精神障がい者（１・

２級）、⑤難病者（神経系）、⑥その他①～⑤以外で災害時の支援が必要な方。

※市から郵送する個人情報提供の意向確認に関する書類に「同意する」で回答い

ただいた方について、要支援者として名簿に掲載し、町会等へ情報提供します
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８
月
13
日

（月）
～
16
日

（木）
を
除
く
）

▼
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
対
象
＝
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
で
、
保

護
者
が
送
迎
で
き
る
小
学
校
１
～

４
年
生
（
現
在
の
利
用
者
で
は
な

く
新
規
の
方
）

▼
受
入
ク
ラ
ブ
＝
吾
妻
・
赤
見
・

石
塚
・
吉
水
・
多
田
・
三
好
・
山

形
・
葛
生
・
葛
生
南
・
常
盤
の
各

こ
ど
も
ク
ラ
ブ

▼
申
込
＝
６
月
15
日

（金）
～
25
日

（月）

（
土
・
日
は
除
く
）
の
間
に
、
こ

ど
も
課
、
田
沼
・
葛
生
の
行
政
セ

ン
タ
ー
、
各
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
備

え
付
け
の
申
込
書
を
記
入
の
う

え
、
就
労
証
明
書
な
ど
必
要
書
類

を
添
え
て
、
直
接
同
課
へ

※
入
所
児
童
数
の
状
況
に
よ
り
、

ご
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
３

人
権
擁
護
制
度
を
ご
存
知

で
す
か

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
市
で
は
、
次
の

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
が
活
動
し

て
お
り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

※
６
月
１
日
現
在

藤
波
一
博（
村
上
町
）

半
谷
昌
弘（
牧
町
）

栗
原
哲
夫（
山
形
町
）

加
藤
敏
子（
船
津
川
町
）

山
﨑
光
子（
栃
本
町
）

野
尻
真
弓（
田
沼
町
）

冨
岡
律
子（
天
神
町
）

加
藤
清（
築
地
町
）

髙
澤
茂
夫（
田
沼
町
）

福
田
紳
一（
大
橋
町
）

岩
崎
美
知
江（
植
下
町
）

藤
倉
悦
子（
船
津
川
町
）

大
関
輝
雄（
田
沼
町
）

尾
花
淳
美（
出
流
原
町
）

兵
藤
勇（
奈
良
渕
町
）

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

夏
季
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
入
所
の

ご
案
内

▼
期
間
＝
７
月
23
日

（月）
～
８
月
29

日
（水）
（
日
曜
・
祝
日
、第
３
土
曜
日
、

●みんなで防ごう土砂災害

　これから梅雨や台風による大雨の季節を迎え、土石流・地すべり・がけ崩れ等の土砂災害が発生しやすく

なります。土砂災害から大切な家庭を守るため、日頃から気象情報に注意し、各家庭においても近くの避難

所を確認するなど、災害に対して備えをしましょう。

●主な土砂災害の種類　

「土石流」＝山や川の石や土砂が、大雨などにより

                 水と一緒になって激しく流れ下る現象

「地すべり」＝雨や雪どけ水が地下にしみこみ、

                   断続的に斜面が滑り出す現象

「がけ崩れ」＝雨や雪どけ水、地震などの影響によって、

　　　　　　 急激に斜面が崩れ落ちる現象

６月は土砂災害防止月間です（６月１日～６月３０日）　   ■問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

空き家の適切な管理にご協力ください　　　          ■問合せ＝空き家対策室☎（２０）３０２８

　草木の成長が盛んな時期です。草木の繁茂を放置すると、蜂や害虫が発生し近隣や通行人に被害を与えた

り、電線等を破損するなど思わぬトラブルとなる場合があります。空き家の適切な管理は所有者等の責任です。

安心して安全に暮らせる環境を保つために、管理のポイントを再度確認しましょう。

●適切な管理のポイント　①通風、換気、通水②ポストの整理③外周の清掃、草取り④屋根や外部まわ

りの点検など

※遠方にお住いの場合や、福祉施設等に長期入所する場合は、空き家管理サービスを利用したり、地元

の町会や近所と連絡先を確認し合い、異常があったときは連絡を取れるようにしておきましょう

●活用　①賃貸・売却　人が住まない住宅は早く傷みます。傷まないうちに「売却」や「賃貸」などに

ついて、専門家（不動産業者など）に相談しましょう。②解体　解体し土地を活かす方法（家庭菜園、

貸地、駐車場など）もあります。

●相続　空き家の売却、贈与、解体は、権利関係の整理がされていなければできません！所有者が死亡

した後は、速やかに相続人同士で話し合い必要な手続きをとりましょう。
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「
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と

「
巡
回
相
談
会
」、

「
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
」

　

求
職
活
動
に
つ
い
て
の
「
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と
就
労
に
関
す

る
「
巡
回
相
談
会
」、
ま
た
、
シ

ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に
関

す
る
「
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

※
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相

談
会
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職

活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す

▼
日
時
・
会
場
＝

６
月
28
日
（木）

佐
野
市
役
所
302
会
議
室

７
月
26
日
（木）

栃
木
県
庁
足
利
庁
舎
202
会
議
室

（
足
利
市
伊
勢
町
４
‐
19
）

▼
時
間
＝

（
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午

（
巡
回
相
談
会
・
ぷ
ら
っ
と
巡
回

相
談
会
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
申
込
＝
実
施
日
の
前
日
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
各
会
場
の
あ
る

担
当
窓
口
へ

佐
野
市
産
業
立
市
推
進
課

☎
０
２
８
３
（２０）
３
０
４
０

足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１

■
問
合
せ
＝

（
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相

談
会
）
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
２
２
６

（
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
）
と
ち

ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
３
０
１
８

サ
ー
ク
ル
発
表
会
へ
ご
来

場
く
だ
さ
い
！

　

城
北
地
区
公
民
館
で
活
動
す

る
37
団
体
が
、
ス
テ
ー
ジ
や
展

示
を
通
し
て
、
日
頃
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
23
日
（土）
、
24
日

（日）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
出
演
・
展
示
＝
同
館
所
属
サ
ー

ク
ル

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
２

瑞
宝
単
光
章
（
社
会
福
祉
）

松
島
　
延
子
（
高
萩
町
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

神
山
　
修
（
出
流
原
町
）

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
）

猪
熊
　
良
弘
（
若
松
町
）

瑞
宝
単
光
章
（
鉄
道
業
務
）

谷
　
繁
男
（
栃
本
町
）

藍
綬
褒
章
（
調
停
委
員
）

片
柳
　
展
代
（
出
流
原
町
）

昭
和
46
年
、社
会
福
祉
法
人

「
と
ち
の
み
会
」で
生
活
指
導

員
と
な
り
、和
泉
施
設
長
な
ど

を
務
め
る
。

元
松
戸
市
消
防
監
。平
成
22
年

消
防
庁
長
官
表
彰
。平
成
25
年

消
防
局
参
事
監
兼
消
防
署
長

で
退
職
。

昭
和
46
年
東
武
鉄
道
入
社
。新

栃
木
乗
務
菅
区
長
な
ど
歴
任
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰
。

平
成
７
年
か
ら
保
護
司
と
し

て
活
動
し
、佐
野
保
護
区
保
護

司
会
副
会
長
な
ど
を
務
め
て

い
る
。平
成
26
年
、法
務
大
臣

表
彰
。

平
成
12
年
宇
都
宮
家
庭
裁
判

所
足
利
支
部
家
事
調
停
委
員

と
し
て
活
動
。足
利
調
停
協
会

理
事
歴
任
。最
高
裁
判
所
長
官

表
彰
を
受
け
る
。

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
勲
章

の
受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。
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☎
（２２）
５
５
１
１　

６
月
は
ご
み
の
不
法
投
棄

重
点
監
視
月
間
で
す

　

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
対
策
を
強
化
す

る
予
定
で
す
。

　

ご
み
を
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た

と
き
、
投
棄
者
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
そ
の
土
地
の
所
有
（
管
理
）

者
が
片
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
の
不

法
投
棄
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー

ン
推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

通
信
販
売
に
気
を
つ
け
て

　

通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込

前
に
必
ず
返
品
に
関
す
る
記
載
の

有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
記
載

が
な
い
場
合
は
商
品
到
着
後
８
日

以
内
で
あ
れ
ば
、
送
料
は
自
己
負

担
で
返
品
が
で
き
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５
（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
（
局
番
な
し
）
１
８
８

防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
火
災
情
報

や
防
災
情
報
、
気
象
情
報
（
大
雨
・

暴
風
・
土
砂
災
害
・
地
震
な
ど
)

を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
に
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
ま
す
。
防
災
情
報
を
い
ち

早
く
入
手
で
き
る
よ
う
登
録
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
登
録
で
き
ま
す
。

t-bousai-sano@
sg-m

.jp

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

第
45
回
ま
ち
な
か
楽
市

▼
日
時
＝
６
月
17
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所
周
辺

▼
内
容
＝
父
の
日
似
顔
絵
展
、
物

産
展
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ベ
ー

ゴ
マ
大
会
、
抽
選
会
、
そ
ば
打
ち

体
験
、さ
の
ま
る
出
演
、体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

■
問
合
せ
＝
佐
野
商
工
会
議
所

女
性
の
再
就
職
相
談
会

（
出
張
相
談
）
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま

た
、
求
職
申
込
書
の
ご
案
内
も
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
25
日

（月）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
田
沼
児
童
館

▼
費
用
＝
相
談
・
託
児
と
も
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
＝

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
満
６
か

月
以
上
就
学
前
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
６
月
13
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
（
大
橋
町
３
２
１
１
）

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

※
田
沼
、
葛
生
の
連
絡
所
で
も
随

時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

 ■問合せ＝都市ブランド推進室

　　　　　  ☎（２０）３０４７

　佐野市の新しい魅力を商品として市内外に PR するとともに、新し

い地域ビジネスを生み出す“佐野パパプロジェクト”。パパの目線で、

佐野の新しい「芽」を洗い出し、絞り込みを行いました。

　その結果、選び出したのが「唐揚げ」。まずは市内の唐揚げを食べ比

べてみようと、メンバーで唐揚げを持ち寄って試食しましたが、その際、

メンバーの一人が自宅のソース味の唐揚げ

を持参。「ソース味！？」「美味しい！！」「そ

う言えば、松桜高校でソースの開発してな

かった？」「子どもたち開発のソースとコラ

ボだ！」ということで、早速メンバーが松桜高校を訪問。「ぜひ、ソースを活

用していただきたい」と快諾していただき、パパプロオリジナルの味の開発に

取り掛かりました。

　味付け決定までには何回も試作を重ね、無事３月のイベントでお披露目した

「ソース唐揚げ」。今後は、この「ソース唐揚げ」にオリジナルの名称を付け、

市内だけでなく、市外にも PR していきます。 　　パパプロのソース唐揚げ

パパたちが佐野市の PR のため、話し合い
を重ねています

佐野市を愛するパパたち（パパプロ e 街佐野奉行所）が、
 「ソース唐揚げ」で佐野をＰＲしています！
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
税
は
毎
年
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
加
入
に
対

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
な

国
民
健
康
保
険
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
佐

野
市
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

各
世
帯
の
税
額
は
７
月
中
旬
に

郵
送
す
る
納
税
通
知
書
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
市
民

税
課
☎

（２０）
３
０
０
７

平成３０年度の農作業標準料金が決定しました　　　■問合せ＝農業委員会☎（２０）３０５９

種別 作業区分 単位 単価( 円) 摘要

耕起

耕耘 １０ａ ５, ６００ 砂利等の多い場合割増（２，０００円限度)
パワーディスク（深耕） １０ａ ５, ６００
プラソイラー １０ａ ５, ６００

代かき １０ａ １３, ０００
荒代・植代

砂利等の多い場合割増( ２，０００円限度)

育苗
稚苗管理 １枚 ５４０ 配達は、別料金　１枚５１円
成苗管理 １枚 ７００ 同上

田植 機械植 １０ａ ９, ２００ 側条施肥付　配達は、別料金（１枚５１円）

播種 ドリルシーダー( 麦播種) １０ａ ５, ６００

収穫

コンバイン( 米) １０ａ ２０, ５００
倒伏率に比例割増( ※１)

わら結束の場合３，０００円増
コンバイン( 麦) １０ａ ２０, ５００ 同上
バインダー １０ａ １０, １００
ハーベスター １０ａ １２, ４００
乾燥・調整 １俵 １, ８００ 籾摺りまで
運搬 １０ａ １, ９００

収穫セット料金( 米) １０ａ ３３, ９００ ７俵基準( ※１)
収穫セット料金( 麦) １０ａ ３２, ９００ ６俵基準( ※１)

管理
ヘーベーラ １０ａ ８, ２００ へーメーカー使用は１，０００円割増
ロールベーラ １０ａ ８, ２００
ライムソアー １０ａ ２, ５００ 肥料散布

畔塗り １ｍ ５５
トレンチャー １ｍ １５４
弾丸暗渠 アワメーター ９, ０００

除草 １時間当たり １, ７００
草刈り機による作業、燃料含む

※状況や面積等により異なる
農作業一般 １時間当たり ８００ 作業内容により増額あり

※１：約１０％倒伏で１０％割増、全面なら２倍となります

◎圃場整備済の農地対象　◎燃料費・消費税込み　◎農休日　７月７日（土）・７月８日（日）

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

は
「
水
道
週
間
」
で
す

●
平
成
30
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
水
道
水　

安
全　

お
い
し
い　

金
メ
ダ
ル
」

　

水
道
局
で
は
安
全
で
安
心
な

お
い
し
い
水
道
水
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
熱
中
症
対
策
に
水
道
水
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
水
道
局
総
務
課

☎
（２２）
１
６
９
６

城
山
公
園
駐
輪
場
の
ご
案
内

　

24
時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。
▼
車
種
＝
自
転
車
の
み

▼
料
金
＝
24
時
間
ご
と
に
160
円

（
最
初
の
４
時
間
ま
で
は
無
料
）

▼
収
容
台
数
＝
62
台

■
問
合
せ
＝
都
市
整
備
課

☎
（２０)
３
１
０
１

区分
変更前 変更後

医療分 後期分 介護分 医療分 後期分 介護分

所得割 ６．７％ ２．４％ ２．２％ ６．６％ ２．４％ ２．１％

資産割 １７. ０％ ８．３％ ５．６％ 廃止 廃止 廃止

均等割 ２２, ８００円 ８, ４００円 ８, ４００円 ２５, ２００円 ８, ４００円 １０, ８００円

平等割 ２５, ２００円 ７, ２００円 ７, ８００円 １８, ０００円 ７, ２００円 ６, ０００円

課税限度額 ５４万円 １９万円 １６万円 ５８万円 １９万円 １６万円
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市にご寄付いただいた方をご紹介します

●寄付金をご寄付くださった皆様

お名前（お住まい） 寄付名称

青竹手打ちラーメン　田村屋　様

佐野市社会福祉事業基金寄付金

青竹手打ちラーメン　麺屋ようすけ　様

青竹手打ちラーメン　朝日が昇る屋　様

佐野中央ライオンズクラブ　様

味の素パッケージング株式会社　佐野ギフト工場　様

●物品をご寄付くださった皆様

お名前（お住まい） 寄付名称

金子　省三（若松町）　様 古民具　

田名網　光一（犬伏下町）　様 大正・昭和初期の佐野の絵葉書　

佐野市エルピーガス販売協同組合　様 ガス警報器

吉田屋製菓（赤坂町）　様 千歳飴

日本赤十字社佐野市地区　様 ＡＥＤ

田沼ロータリークラブ　様 心のさのし合言葉　クリアファイル

株式会社　エコ革　代表取締役　伊藤　繁三（石塚町）　様 

株式会社　常陽銀行　古河支店長　山口　晃男（古河市）　様

カラーマット、バスケット板、折りたたみビッグス

ライド遊具　など

小口一郎研究会　様 版画

佐野ロータリークラブ　様 冊子「戦国唐沢山城」

特定非営利活動法人「明るい社会づくり運動」あそ協議会　様 黄色い帽子（小学生通学用）

飯島　満（吉水町）　様 楽器

佐野市立田沼西中学校ＰＴＡ　様 液晶大型テレビ

佐野地区交通安全協会　様
ランドセルカバー、交通安全絵本、児童用横断旗、

保護者用横断旗

佐野農業協同組合　様 ランチョンマット

佐野東ロータリークラブ　様 桜

佐野市への多大なる応援をありがとうございました。
今後とも温かいご支援をお願いします。

●寄付の実績

寄付金の指定先 件数 寄付金額

自然と環境との共生を図る事業 ８件 ４０７，０００円

子育てを支援する事業 ９件 １，１９９，５００円

観光の振興を図る事業 ５件 ３１，５００円

歴史又は文化を活かした事業 ４件 ３７，５００円

佐野ブランドキャラクター

さのまるの活動に関する事業
３９３件 ３，３７９，７７７円

その他まちづくりに関する事業 ２８件 １２，６９８，７３７円

　平成２９年度にいただいた寄付金は、合計４４７件、１７，７５４，０１４円になりました。

多大なるご寄付をありがとうございます。寄付の内訳は次のとおりです。

※１度に複数の事業を選択でき

るため、寄付の実績と事業別の寄

付件数の合計は異なります

■問合せ＝
寄付に関すること　政策調整課

☎（２０）３０００　

さのまるサポーターズに関する

こと　都市ブランド推進室

☎（２７）３０１２

「佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金」への寄付を受け付けています

　平成２９年１０月から平成３０年３月までに、市にご寄付いただいた方をご紹介します。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

佐野学市民講座「知られざる佐野ゆかりの偉人」を開催します
　昨年好評を博した「佐野学」市民講座を、今年も開講します。今年は「知られざる佐野ゆかりの偉人」をテー

マとして、合計４回の講演を行います。1 回のみ参加することも可能です。お気軽にご参加ください。

回 日時 講演タイトル・講師

第１回
６月９日（土）

午後 1 時～

「孫から見た人間国宝・田村耕一の素顔」

田村田さん（佐野日本大学短期大学特任准教授）

第２回
６月２３日（土）

午後２時～

「天徳寺宝衍を考える」

粟野俊之さん（戦国史研究家）

第３回
７月１４日（土）

午後１時～

「正田淑子が求めたもの：社会福祉と女性の権利」
永倉文子さん・落合由美子さん（佐野女性史
研究会）

第４回
７月２８日（土）

午後１時～

「中根東里を読むことの現代的意義：時代( と
き) を超えてひびくことば」
塩村耕さん（名古屋大学教授）

▼会場＝（第１回・第３回・第４回）佐野日本大学短期大学・大講義室

　　　　  （第２回）ホテルサンルート佐野・平安の間

▼費用＝登録者１, ０００円（全４回受講料込み）

※登録なしで１回のみ受講の場合、各回５００円の聴講料をいただきます

▼申込＝開催日前日までに同大学☎（２１）１２００（費用は講演当日、受付にてお支払いください）

■問合せ＝広報・地域連携課☎（２０）３０３７

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術

専
門
校　

技
能
講
習
会

●
第
２
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験

準
備
講
習

▼
日
時
＝
７
月
３
日

（火）
～
５
日

（木）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
①

▼
日
時
＝
７
月
９
日

（月）
～
11
日

（水）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
５
人

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

●
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
①

▼
日
時
＝
７
月
18
日

（水）
～
20
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
表
計
算
デ
ー
タ
処
理

（Excel

２
０
１
３
基
礎
編
）

▼
日
時
＝
７
月
19
日

（木）
～
20
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
14
人

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

※
受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
申
込
＝
各
講
座
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

講

座

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▼
実
施
期
間
＝
平
成
31
年
３
月
ま

で
の
毎
週
火
～
金
曜
日
の
う
ち
１

コ
ー
ス
全
５
回
・
①
午
後
１
時
15

分
か
ら
２
時
45
分
②
午
後
３
時
か

ら
４
時
30
分
▼
会
場
＝
と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
パ
ル

テ
ィ
（
宇
都
宮
市
）
▼
対
象
＝

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、

寡
婦
の
方
▼
内
容
＝W

ord

基
礎

講
座
ま
た
はE

xel

基
礎
講
座

■
申
込
＝

（公財）
栃
木
県
ひ
と
り
親
家

庭
福
祉
連
合
会

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
７
８
０
６

視
覚
障
が
い
者
音
声
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
参
加
者
募
集

▼
日
時
＝
６
月
16
・
23
・
30
日
、

７
月
７
・
14
日
の
土
曜
日
（
全
５

回
）
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
３
時
（
４
時
間
）

▼
会
場
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
こ
こ
ね
っ
と
）
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
対
象
者
＝
視
覚
に
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
■
申
込
＝
６
月
９
日

（土）
ま
で
に
佐
野
市
視
覚
障
が
い
者

鳩
の
会
・
大
月
会
長
宅

☎
（２４）
２
３
７
８
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子
ど
も
演
劇

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

夏
休
み
を
利
用
し
、
子
ど
も
た

ち
に
演
劇
体
験
を
通
し
て
舞
台
芸

術
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
講

座
で
す
。

▼
期
間
＝
７
月
26
日

（木）
～
28
日

（土）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
対
象
＝
小
学
校
４
年
生
～
中
学

校
３
年
生
▼
講
師
＝
加
納
朋
之
さ

ん
（
文
学
座
の
俳
優
）
ほ
か

▼
定
員
＝
40
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
６
月
22
日

（金）
ま
で
に
、

（公財）
佐
野
市
民
文
化
振
興
事
業
団

☎
（２０）
３
０
４
４

フ
レ
ス
コ
画
体
験
教
室

「
地
元
産
石
灰
を
使
っ
て
若

冲
を
描
こ
う
！
」

　

地
元
産
の
石
灰
を
使
っ
て
西
洋

伝
統
技
法
「
フ
レ
ス
コ
」
を
体
験

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
23
日

（土）
午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時
▼
講
師
＝
栗
又

由
美
さ
ん
（
絵
画
教
室
講
師
）

▼
定
員
＝
15
人
（
要
事
前
申
込
、

低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

▼
会
場
＝
吉
澤
記
念
美
術
館
集

合
、
栃
木
県
石
灰
石
工
業
会
館
3

階
（
階
段
使
用
）

▼
参
加
費
＝ 

無
料 

※
栃
木
県
石

灰
工
業
協
同
組
合
協
賛

▼
持
ち
物
＝
昼
食
（
外
食
も
可
）、

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

■
申
込
＝
吉
澤
記
念
美
術
館

☎
（８６）
２
０
０
８（
月
・
祝
翌
日
休
み
）

▼
主
催　

栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
佐
野
推

進
・
実
行
委
員
会
、
佐
野
市
立
吉

澤
記
念
美
術
館

人
権
教
育
指
導
者
養
成

基
礎
講
座

　

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
人
権

～
多
様
な
生
と
性
と
共
に
歩
む
～
」

▼
日
時
＝
７
月
３
日

（火） 
午
後
６

時
30
分
か
ら
８
時

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
講
師
＝
中
島
潤
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
O

法
人
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
家
族
と
友
人

を
つ
な
ぐ
会
」）
▼
定
員
＝
400
人
（
無

料
）

■
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

☎
（２０）
３
１
０
９

古
布
を
使
っ
た
ネ
ッ
ク
レ

ス
作
り

▼
日
時
＝
6
月
27
日

（水）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館
3
階

展
示
室　

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
持
ち
物
＝
裁
縫
道
具
（
は
さ
み
、

糸
、
縫
い
針
な
ど
）

▼
費
用
＝
１
０
０
０
円

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

●
や
さ
し
い
日
本
語
っ
て
何
？

～
隣
の
外
国
人
と
日
本
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
！
～

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
外
国
人
に
も
伝
わ
り
や
す

い
日
本
語
を
学
び
、
災
害
時
や

様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時
＝
７
月
８
日

（日）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館
（
第

１
・
２
会
議
室
）
▼
講
師
＝
栗
又
由

利
子
さ
ん
（
文
化
庁
地
域
日
本
語
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人
（
無
料
）

▼
主
催
＝
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
さ
の
（
く
ら
ぶ
ハ
リ
ヨ
・
サ

ン
テ
ィ
）
■
申
込
＝
７
月
３
日

（火）

ま
で
に
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０
（
当
日
の
参
加
も
可
能
）

古
傘
の
布
地
を
再
利
用
す

る
マ
イ
バ
ッ
グ
作
り

▼
日
時
・
会
場
＝
①
６
月
26
日

（火）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
田
沼
中
央

公
民
館
（
２
階
会
議
室
）
②
７
月
17

日
（火）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
、
佐
野

中
央
公
民
館
（
第
1
会
議
室
）

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

▼
定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
ま
ち
針
、
裁
ち
ば
さ

み
、
定
規
（
50
㎝
以
上
の
も
の
を
お

持
ち
の
方
）、
ミ
シ
ン
（
持
ち
運
び

可
能
な
も
の
を
お
持
ち
の
方
）

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
講
座
の

ご
案
内

●
素
人
で
も
で
き
る
ハ
イ
セ
ン
ス

な
チ
ラ
シ
制
作
の
極
意

▼
日
時
＝
①
６
月
23
日

（土） 

第
１
部　

講
座
「
パ
ソ
コ
ン
で
チ

ラ
シ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
」
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

第
２
部　

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
実
際
の

チ
ラ
シ
を
用
い
て
行
い
ま
す
）
午

後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

②
７
月
７
日

（土）
「
パ
ソ
コ
ン
で
描

く
ア
ー
ト
な
世
界
（W

ord

を
用

い
た
絵
の
描
き
方
）」
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
※
各
回
と
も
講

義
の
み
▼
講
師
＝
小
山
武
さ
ん

（
佐
野
市
文
化
協
会
パ
ソ
コ
ン
部

門
理
事
）
▼
定
員
＝
各
回
共
に
20

人
▼
受
講
料
＝
無
料
（
予
約
制
）

■
申
込
＝
文
化
協
会
事
務
局

☎
（２０）
３
０
４
４

人
前
で
話
す
実
践
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

　

公
衆
の
場
で
の
発
表
や
会
議
な

ど
、
男
女
共
同
参
画
の
普
及
啓
発

の
場
で
必
要
と
な
る
効
果
的
な
話

し
方
に
つ
い
て
実
践
的
に
学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
14
日

（土）
午
後
１
時

～
４
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
文
化
会
館

▼
定
員
＝
30
人
程
度

▼
参
加
費
＝
無
料
※
詳
細
は
、
と

ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
パ
ル
テ
ィ
）
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

（http://w
w

w
.parti.jp/

）

■
申
込
・
問
合
せ
＝
７
月
６
日

（金）

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
ご
記

入
の
う
え
、
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

初心者用社交ダンス
６月８日、２２日(各金) 

午後７時～８時
佐野中央公民館 ※１ 井上千枝子 １０人 なし

ベビーヨガセラピー
６月１４日(木)

午前１０時半～正午
犬伏地区公民館 ※２ 小林彩子 １０人 なし

ママ友作りのベビマ
６月１９日 ( 火）

午前１１時～正午

イオンモール

佐野新都市
※３ 柏倉美香 ８組 ５００円

認知症予防と

任意後見制度

６月２５日(月)または７月１７日(火)

午前１０時～正午
市役所 1 階

行政書士グループ

かたくり
１０人 ５００円

縫わずに出来る

財布作り

６月２８日 ( 木 )

午前 9 時～ 11 時
佐野中央公民館 須藤彰子 １０人 1, ５００円

エンジョイぷち

ワークショップ

７月１７日(火）

午前１１時～午後１時

イオンモール

佐野新都市

エンジョイぷち

サークル
要問合せ

※１：２０～６０代まで　※２：２ヶ月～歩く前位までの親子　※３：２ヶ月～ハイハイ位までの親子

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」やホームページをご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

佐野図書館
☎（２２）１８３３

図書館まつり

６月２３日（土） 

午前９時～午後４時

かざぐるま工作体験、おはなし会、

スーパーボールすくい、軽食販売な

ど　協力：カルソニックカンセイ

詳細は図書館だよ

り参照

６月２３日（土）

午後３時～４時

笑いヨガ

講師：中澤和子さん

先着５０人

６月２日（土）より申込

ブックリサイクル
６月２３日（土）・２４（日）

午前９時～午後６時
不要図書の配布

どなたでも　

申込不要

田沼図書館
☎（６１）１１３６

図書館でベビー

マッサージ

７月８日（日）

午前１０時３０分～正午

ベビーマッサージ、育児相談や絵本

の紹介など

講師：髙橋晴美さん（助産師）

３カ月～１歳未満

先着１０組（無料）

６月１６日（土）より申込

博物館・美術館の催し　詳しくは、各館のホームページをご覧ください。

▼休館日＝毎週月曜日　※くん蒸と展示替えのため、次の期間臨時休館します　郷土博物館＝７月４日 (水) ～

７月１１(水)、葛生化石館＝６月２５日 (月) ～７月２日 (月)、葛生伝承館＝６月２５日 (月) ～７月１４日 (土)

葛生伝承館
☎（８４）３３１１

県指定無形民俗文化財－鐙塚宮比講神楽と牧歌舞伎展　栃木県無形民俗文化財に指定

されている鐙塚宮比講神楽と牧歌舞伎を取り上げ、地域に伝わる文化財をご紹介します。

▼期間＝６月２４日(日)まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

葛生化石館
☎（８６）３３３２

「みてみよう・佐野市の化石」展 開催中！

▼期間＝６月１０日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週月曜日

郷土博物館
☎（２２）５１１１

第６７回企画展「とちぎ和算の世界～佐野にある日本最古の算額～」開催中！

▼期間＝６月１７日（日）まで　 ▼展示解説日＝６月１７日午後２時～（申込不要）

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝一般２１０円ほか (６月１０日 (日)無料）

人間国宝
田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１

企画展「白
しろいろ

色の陶技」　田村の陶技を「白」に焦点をあてて、ご紹介します。白を基調としな

がらさまざまな技法を合わせた、田村の独特の世界をお楽しみください。

▼期間＝７月２９日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

吉澤記念美術館
☎（８６）２００８

収蔵企画展「ひそやかな別天地」開催中　★６月１０日（日）「栃木県民の日」無料開館

《菜蟲譜》原本　期間限定公開！ ▼期間＝６月２日（土）～２４日（日）
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児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★ 6 月の予定

　

ぴよぴよルームあさぬま・たぬま

あさぬま☎（８５）８２２５　たぬま☎（６２）７０４１

（あさぬま保育園、たぬま保育園内）

※４月からあさぬま保育園とたぬま保育園で開設します

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

７日（木）たぬま「歯科衛生士の話」

１２日（火）あさぬま「0 歳からの親子体操」

２１日（木）たぬま「誕生会、病気の手当て（看護師の話）」

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　「人形劇」講師：劇団ゆいの皆さん　

　２５日（月）午前１０時３０分～（要予約）

○親子教室「七夕かざりを作ろう」

　２７日（水）午前１０時３０分～（要予約）

○誕生会：２０日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１２日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①６月１８日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②６月２７日（水）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

６月１８日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

６月２０日（水） 田沼保健センター

子育て教室　

乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南
毎週月曜日（祝日の場合はお休み）
七夕まつり　３０日（土）午前１０時３０分～※無料

東

毎週木曜日（今月は７・１４・２１・２８日）
ベビーマッサージ　２６日（火）午前１１時１５分～
東児童館フェア　２日（土）午前１１時３０分～
七夕まつり　３０日（土）午前１０時３０分～

西

毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム
※毎月１回ベビーマッサージ
毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム
七夕まつり　２３日（土）午前１０時３０分～※無料

田沼
にこにこタイム毎週月曜日
ドレミルーム第 2・第 4 水曜日

ボランティア講師青雲教室
佐野退職校長会支援による「キーホルダ―やブーメ

ラン作り、歌あそびや絵手紙、レクゲーム」が体験

できる楽しい教室です。

▼ 日時＝①６月２日②７月７日③８月４日④９月

１日⑤１０月６日⑥１１月３日⑦１２月１日⑧２

月２日（※１月はお休み）午後２時～４時頃まで

おもちゃを作って遊ぼう教室
レクインストラクターの支援で楽しいおもちゃを

作って遊びましょう。

▼日時＝６月１０日（日）午後２時～３時頃まで

（以下、両教室共通） ▼会場＝こどもの国屋外工作

教室 ▼定員＝２０人程度

▼費用＝無料

▼申込＝当日直接会場へ（事前申込不可）

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、

　第２木曜日（祝日の場合はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５
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各種相談ガイド　６月５日（火）～７月５日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談
６月１３日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

６月２５日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
６月１８日（月）・２８日（木）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日　午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 交通生活課（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

６月１２日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は６月１日（金）午前９時～

万葉の里城山記念館

６月１９日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は６月１日（金）午前９時～

田沼中央公民館

合同相談
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

６月８日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

６月５日（火）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（３階生涯学習課内）
少年指導センター
☎（２０）３０６１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

６月１５日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

６月７日・２１日・７月５日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 ６月２８日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
６月２１日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

６月２６日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日　午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日　午前８時３０分～（保健師）
６月１５日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３

【マチイロ】　ＱＲコードを読み込み、アプリをインストール！

【トチギイーブックス】

　インターネット上で閲覧でき

ます。ＱＲコードからアクセス！

スマートフォンでも「広報さの」を読むことができます

android 用iOS 用
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平成３０年度町会長をご紹介します‐敬称略‐
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●
町
会
と
は
？

番号 町会名 氏名
26 上台町 高　橋　久　次
27 七軒町 山　中　　　明
28 植野町（泉） 武　藤　純　子
29 植野町（台南） 田名網　　　弘
30 植上町 金　子　準　二
31 寺中町 関　根　光　雄
32 植下町 加　藤　忠　雄
33 若宮上町 塚　田　芳　夫

34 若宮下町 五十嵐　勝　三
35 伊保内町 青　村　　章
36 大古屋町 谷　　　正　司
37 庚申塚町 福　地　廣　司
38 田島町 島　田　和　雄
39 赤坂町 永　瀬　昌　男
40 君田町 勝　呂　順　一
41 船津川町 谷　　　寛　行
42 飯田町 長 谷 川　　博

番号 町会名 氏名
43 馬門町 中　野　正　悟
44 高山町 山　口　信　一
45 高萩町 三　枝　芳　則
46 茂呂山町 片　柳　義　弘
47 越名町 山　﨑　　　晃

番号 町会名 氏名
68 堀米町（安良町下） 大　島　　　清
69 堀米町（安良町上） 新　里　　　登
70 堀米町（七区） 竹　川　鉄　彦
71 堀米町（横手） 渡　邉　正　弘
72 堀米町（内堀米） 小　野　一　郎
73 堀米町（朱雀） 柳　田　由　郎
74 堀米町（菊川） 竹　澤　　　宏
75 奈良渕町 横　田　丈　夫
76 田之入町 桂　野　　　忠

番号 町会名 氏名
48 犬伏上町 久　村　純　二
49 犬伏中町 荒　居　利　治
50 犬伏下町 西　沢　松　男
51 犬伏新町 飯　田　賢　次
52 米山南町 小早川　房　平
53 関川町 中　山　文　雄
54 米山町 関　根　喜美子
55 町谷町 吉　田　軍　司
56 伊勢山町 塩　田　哲　夫
57 韮川町 田　村　悦　郎
58 富士町（上） 仲江川　清太郎
59 富士町（下） 大　室　昭　次
60 大栗町 小　野　忠　吉
61 富岡町（東部） 坂　本　　　明
62 富岡町（北部） 橋　本　昭　壽
63 富岡町（南部） 吉　川　一　之
64 浅沼町 上　岡　良　雄
65 西浦町 小　関　昭　男
66 鐙塚町 佐　瀬　修　一
67 黒袴町 島　田　常　夫

番号 町会名 氏名
77 並木町（中妻） 赤　坂　知　久
78 並木町（堀之内） 湯　沢　富　雄
79 並木町（小野茂木） 小　野　　　信
80 並木町（大門） 川　上　安　壽
81 並木町（花岡） 重　田　正　美
82 並木町（田中） 澤　田　恒　夫
83 免鳥町（新田） 三　枝　利　行
84 免鳥町（市街道） 坂　本　秀　之
85 免鳥町（免鳥） 上　波　　　勝
86 小中町（ 東 ） 影　山　憲　一
87 小中町（ 西 ） 小　堀　　　清

番号 町会名 氏名
88 村上町 齊　藤　　　誠
89 上羽田町 川　村　忠　司
90 下羽田町 井　上　　　正
91 高橋町 佐　取　俊　昭

番号 町会名 氏名
1 久保町 藤　原　英　治
2 相生町（佐野） 神　戸　清次郎

3 高砂町 岡　村　正　義
4 万町（佐野） 関　　　隆　幸
5 伊賀町 青　木　修　一
6 本町（佐野） 吉　澤　　　洪
7 大蔵町 湯　澤　　　繁
8 朝日町 高　瀬　成　人

9 大町 田　澤　眞　人
10 大橋町（市街部） 市　川　恵　一

11 大橋町（西部） 山　根　　　實
12 大橋町（東部） 山　口　晴　彦
13 天明町 志　村　安　弘
14 大和町 加　藤　正　博

15 亀井町 佐　瀬　恒　夫
16 金屋下町 小　林　　　晋
17 金屋仲町 落　合　勝　敏

18 金井上町 梅　澤　一　雄
19 大祝町 小　泉　久　二
20 金吹町 片　柳　孝　夫
21 若松町（第一協和会）室   岡   宣   幸

22 若松町（城南） 太　田　春　樹
23 若松町（城東） 厚　木　健　志

24 若松町（城西） 黒　田　昭　雄
25 天神町 佐　藤　成　年

佐野地区（２５名）

植野地区（１７名）

界地区（５名）

犬伏地区（２０名）

堀米地区（９名）

旗川地区（１１名）

吾妻地区（４名）
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番号 町会名 氏名
92 赤見町（市場） 島　田　邦　夫
93 赤見町（大門） 芝　宮　民　之
94 赤見町（町屋） 割　田　政　之
95 赤見町（駒場） 湯　沢　和　雄
96 石塚町（ 下 ） 小　暮　忠　吉
97 石塚町（ 上 ） 須　藤　武　男
98 石塚町（ 緑 ） 椎　名　あつ子
99 出流原町 齋　藤　和　義
100 寺久保町 大　出　重　男

赤見地区（９名）

番号 町会名 氏名
101 下町 海老原　脩　治
102 角町 倉　持　　　武
103 仲町 青　木　俊　一

104 田沼本町 那　須　國　昭
105 上町東 戸　叶　憲　一
106 上町西 下　川　義　正
107 下田沼 慶　野　時　一
108 瓦町 北　岡　文　夫
109 原町 倉　持　　　勇

田沼地区（９名）

田沼南部地区（５名）

番号 町会名 氏名
110 小見 大　塚　　　茂
111 吉水 五　賀　幹　正
112 吉水新田 飯　島　　　満
113 新吉水町南 近　藤　芳　弘
114 新吉水町北 永　島　一　夫

栃本地区（２名）

番号 町会名 氏名
115 栃本上 飯　塚　雅　男
116 栃本下 片　山　賢　一

田沼北部地区（３名）

番号 町会名 氏名
117 下多田 尾　崎　　　始
118 上多田 田　中　朝　治
119 山越 川 久 保    明

戸奈良地区（２名）

番号 町会名 氏名
120 戸奈良東 金　子　孝　行
121 戸奈良西 土　澤　康　一

三好地区（４名）

番号 町会名 氏名
122 戸室 亀　田　幸　平
123 岩崎（田沼） 栁　澤　敬　一
124 船越南 青　木　正　雄

125 船越北 神宮次　秀　樹

野上地区（５名）

番号 町会名 氏名
126 御神楽 亀　山　政　義
127 長谷場 山　口　千代作
128 白岩 亀　山　好　和
129 下作原 横　塚　洋　一
130 上作原 小　平　安　治

新合地区（６名）

番号 町会名 氏名
131 山形 岡　部　　　実
132 梅園 岩　上　敏　雄
133 閑馬下 尾　花　勝　司
134 閑馬上 三　村　新　作
135 下彦間下 柿　沼　富　夫
136 下彦間上 小　竹　利　美

飛駒地区（３名）

番号 町会名 氏名
137 飛駒１区 前　原　邦　雄
138 飛駒２区 小　島　勝　治
139 飛駒３区 前　原　保　夫

番号 町会名 氏名
140 本町（葛生） 亀　山　清　一
141 倭町 秦　　　俊　一
142 相生町（葛生） 村　樫　正　義
143 泉町 相　子　晃　一
144 万町（葛生） 前　田　征　司
145 松井町 伊　藤　正　美
146 宮本町 松　岡　　　実
147 築地 加　藤　　　清
148 片倉 亀　山　雄　吉
149 富士見町 関　根　静　思
150 中 中　島　福　一
151 会沢第一 横須賀　久　美
152 会沢第二 相　子　　　晋
153 会沢第三 初　山　正　一
154 山菅 厚　木　良　一

葛生地区（１５名）

常盤地区（９名）

番号 町会名 氏名
155 正雲寺 石　澤　寛　雄
156 田名網 小　平　武　男
157 小屋 熊　倉　眞太郎
158 下牧 土　澤　　　明
159 上牧 森　下　良　一
160 岩崎（葛生） 土　澤　英　雄
161 中仙波 島　野　克　嘉
162 上仙波 高　島　治　美
163 大釜 森　下　義　巳

氷室地区（４名）

番号 町会名 氏名
164 柿平 小　林　静　雄
165 水木 長　島　俊　明
166 下秋山 福　田　　　孝

167 上秋山 須　藤　　　武

●
町
会
長
の
役
と
は
？
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ファミリーマート

佐野短大

ともこ皮フ科

青山

佐野 IC

万里

鐙塚公園

イオン

アウトレット

★

【美容皮フ科】

【一般皮フ科】

完全予約制
診療時間/9：00～18：00

※手術、ヒアルロン酸注射、ボトックスビスタ、　脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終受付は１8:0０となります。

〈一般皮フ科 診察科目〉手湿疹、にきび、接触皮フ炎、乾燥性湿疹、慢性湿疹、異汗性湿疹、脂漏性皮膚炎、足白癬（水虫）、
爪白癬、じんましん、癜風、カンジダ症、マラセチア、尋常性疣贅（いぼ）、伝染性軟属腫（みずいぼ）、単純ヘルペス、
帯状疱疹、水痘、酒さ様皮膚炎、乾癬、扁平苔癬、毛孔性苔癬、ジベルバラ色粃糠疹、鶏眼（うおのめ）、胼胝（たこ）、
円形脱毛症、丹毒、蜂窩織炎（ほうかしきえん）、伝染性膿痂疹（とびひ）、熱傷（やけど）、あたまじらみ、日焼け、切り傷・
擦り傷、母斑（ほくろ）…あらゆる皮膚疾患に対応いたします。

4月より一般皮フ科診療受付18：30まで延長

診療時間

 9:00～12：30

16:00～18：30

月 火 水 木 金 土 日祝

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

スタッフ募集
美容受付カウンセラー /医療事務 /看護師

※一般皮フ科は予約制ではありません。

診断科目
一般皮フ科/美容皮フ科

栃木県全域、茨城県、
群馬県、都内からも
来院者多数

佐野インター
より車で
約 5 分

❶お電話にてカウンセリング予約
❷受付にてお悩みや診療内容の確認
❸院長先生による丁寧なカウンセ
　リング
❹部位に応じた高度な美容施術
❺施術後のドレッサー完備
❻安心のアフターケアサポート

診療の
流れ

美容皮フ科
スケジュール

ともこ皮フ科クリニック
佐野市
鐙塚町156-1TEL.０２８３‒８５‒９４８３
http://www.tomoko-clinic.jp ともこ皮フ科クリニック 検索
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佐野ブランド姫・福士奈央さんが「ＡＫＢ４８総選挙」に立候補 ！
　アイドルグループＳＫＥ４８のメンバー・福士奈央さん（佐野市出身）は、

佐野ブランド姫として佐野市の魅力を市内外にＰＲしています。その福士

さんが現在行われている「ＡＫＢ４８・５３ｒｄシングル世界選抜総選挙」

に立候補しました。目指せ選抜メンバー！皆さんの応援をよろしくお願い

します。

▼投票期間＝６月１５日（金）午後３時まで

▼開票日＝６月１６日（土） ▼会場＝ナゴヤドーム

●上位１００人がＡＫＢ４８の５３枚目のシングルを歌うメンバーとして

選抜されます。詳しくは、「ＡＫＢ４８ ５３ｒｄシングル世界選抜総選挙」

特設サイトをご覧ください。              　

　　　　　　　https://www.akb48.co.jp/sousenkyo53rd/

●出生　５６人　●死亡１４８人

●転入２２９人　●転出２３６人

人口の動き（１１月分）

	●人口１２０，５２７人（－９９）	●世帯５０，５１７戸（＋１）

　　男　５９，５０４人（－５６）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０２３人（－４３）

人口と世帯数（１２月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

●出生　５９人　●死亡１１９人

●転入３４８人　●転出３６５人

人口の動き（４月分）

	●人口	１１９，２７１人（－７７）	●世帯	５１，１８４戸（＋６２）

　　男　５９，００３人（－３６）　　　　　　（　）は前月比

　　女　６０，２６８人（－４１）

人口と世帯数（５月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

大野修平・茉由実さん（富士町）

平成２６年４月生

平成２８年１２月生

壮
そうすけ

祐ちゃん

祐
ゆうせい

成ちゃん

木村明愛・麻耶さん（亀井町） 小林浩之・美香さん（赤坂町）

平成２９年１２月生茉
ま い

依ちゃん虎
こ た ろ う

太朗ちゃん 平成２９年７月生

井野仁史・聡美さん（堀米町）

美
み は る

晴ちゃん平成２９年８月生

※次回の「アイドル登場」の掲載は８月号です。次号では「とどけ夢未来へ」を掲載します




